第２会期の討議の指針となる質問事項　（政府間作業部会）
Guiding Questions for the second session

高齢者の人権に関する政府間作業部会の事務局は、ジュネーブの国連事務所に駐在するすべての常駐代表団、 国連機関、専門機関、基金およびプログラム、各国の人権機関、ならびにNGO（非政府組織）に対し、敬意を表するとともに、議長兼報告者に代わって、高齢者の人権に関する政府間作業部会の第2会期に向けた、以下の「指針となる質問」を共有することを光栄に思います。
I. 前文
• この条約の文脈と目的を明確にするために、どのような要素を含めるべきか？
• 高齢者は均質な集団ではないことを踏まえ、高齢者が人権を十分に享受する上で影響を及ぼす包括的または横断的な側面のうち、なにがこの法的拘束力をもつ文書（LBI）およびその前文に反映されるべきか？
II. 定義
• 包括的な保障（protection）を確保するために、この条約において「高齢者」（older person）および「年齢に基づく差別」（age-based discrimination）をどのように定義すべきか？
• LBIが、高齢者の生活のあらゆる特性を反映するとともに、国際人権法の最新声明となるために、どのような概念や用語を定義する必要があるか？
III. 一般的原則および一般的義務
• 高齢者の人権を保障（protection）するために、この条約はどのような一般原則および一般的義務を定めるべきか？
• 既存の人権、基準、および原則のうち、どれをこの章で考慮すべきか？
• 高齢者の権利に影響する法律、政策、その他の措置の策定と実施において、高齢者およびその代表組織が実質的に参加できることを確保する一般的義務は、どのようなものか？
IV. 権利の種類（catalogue）
• すべての高齢者が人権を十分に享受できるために、どのような権利をLBIに含める必要があるか？
• 新たな課題や十分な注目を受けていない課題に対処するために、既存の人権保障の上にどのようにLBIを構築できるか？
• LBIと他の国連人権条約および国際基準との整合性をはかる最善の方法は何か？
V. 実施、監視、および国際協力
• 国際レベルおよび国内レベルでの効果的な実施と監視を確保するために、どのような仕組みが必要か？
• 国際レベルでの効果的な実施と監視を確保するために、LBIはどのような革新的な手続きやアプローチを採用できるか？
• 国内レベルでの実施と監視を強化するために、人権分野およびその他の政策分野における既存の条約規定や慣行の上に、どのようにLBIを構築すべきか？
• 国際協力の効果的な実施を最も促進するLBIはどのようなものか？

本会期は、2026年10月26日（月）午後3時から10月30日（金）まで、第XII会議室で開催される予定です。各代表団に対し、すべての参加者はINDICOを通じて認定を申請する必要があることを改めてお伝えします。
高齢者の人権に関する政府間作業部会の事務局は、この機会を借りて、ジュネーブの国連事務所に駐在するすべての常駐代表団、国連機関、専門機関、基金およびプログラム、国内人権機関、ならびにNGO(非政府)組織に対し、心からの敬意を表します。 
2026年10月20日
ジュネーブに駐在するすべての常駐代表団宛て
（翻訳・佐藤久夫、　　　）
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